
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社　山﨑組

　　　　　    環境経営レポート（試行期間）				

　（対象期間：2023年3月～2023年5月）

　発行日：2023年6月30日	

白紙でも良いが、本社や処理場の写真、絵、、ロゴマークなど自組織の特徴をアッピールすることを推奨



目次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　山﨑組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役   山﨑宏隆

⑩社内の環境コミュニュケーションの推進と全従業員の環境保全意識の向上 　

　これらのことについて、社員への徹底を図り、環境経営方針に沿った環境経営目標・環境経
営計画を定め、また、定期的にこれらの見直しを行い、環境経営の継続的な改善に努めます。

２．環境関連法令や環境に関する地元協定及び当社が約束したことについては、これらを社員
に徹底し、遵守します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：2022年　2月28日

④廃棄物の適正な収集運搬処理
⑤廃棄物処分業における廃棄物の再資源化の向上
⑥環境配慮型車両、環境配慮型施設設備及び環境配慮型機器類の整備推進 
⑦再資源化商品の販売向上
⑧水使用量の節減
⑨事業場周辺の清掃活動等地域の環境保全及び地域コミュニケーションの推進

【行動計画】

１．具体的には次のことに取り組みます。

①電力消費量の節減、自動車及び重機類の燃料消費量の節減、破砕機、選別機等の燃料消費量
②排出する廃棄物の削減と再使用及び再生利用の推進   
③建設リサイクル、環境負荷低減施工及び環境配慮型工法の推進  

表紙：レポートの対象期間及び発行日

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
７．代表者による全体の評価と見直し・指示

１．環境経営方針

５．環境経営計画と環境経営目標・環境経営計画の実績・取組結果（環境経営計画に基づき
実施した取組内容を含む）とその評価及び次年度の環境経営目標及び環境経営計画

環境経営方針

【基本理念】

 私たちは、来る未来に向かい地域に貢献し、地域の皆様と共に歩み、未来永劫、株式会社山﨑
組を存続させます。また、社員の技術的成長、心の成長、それに伴う金銭的な幸福を追求する
と同時に、会社を成長させ、より大きな意義のある社会貢献を推進します。

　このような観点から私たちは、深刻化する地球温暖化や地球環境の汚染やエネルギー資源の
枯渇、地下資源や水資源の枯渇、廃棄物の増大等への対応が人類共通の重要課題と認識し、当
社の事業活動において、省エネや省資源化や環境負荷等の低減を図り、環境コミュニケーショ
ンを充実させ、全社一丸となって自主的・積極的に、環境経営、環境保全活動等に取り組み地
域社会により大きな貢献をします。

１．環境経営方針
２．取組対象組織及び活動の概要（認証登録対象範囲を記載）
３．主な環境負荷実績の推移
４．環境経営目標とそれに対する実績



土木部門 建築部門 解体部門 環境部門
道路維持
管理部門 修理部門 修理部門

安全管理部門

協議会（全従業員）

全従業員

エコアクション21事務局

代表取締役

取締役

相談役・会長

１．組織の概要

（１）名称及び代表者名

　　　株式会社　山﨑組

　　　代表取締役         山﨑宏隆

　　　資本金：2,000万円	

（３）所在地	

　　　設立年月日：昭和61年7月1日

２．取組対象組織及び活動の概要

　　　本社・中間処理場・倉庫：島根県大田市鳥井町鳥越413-14

（４）事業内容

　　　土木工事業、解体工事業、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業

（２）設立年月日及び資本金

      波根西倉庫　          ：島根県大田市久手町波根西1700

　　　一般廃棄物収集運搬業、一般廃棄物中間処理業、再資源化商品販売業

（５）組織図（実施体制）



・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

環境推進委員会 ・環境経営目標、環境経営計画案の審議

・環境経営の実施状況の評価、見直し

・環境教育の内容検討、実施結果の評価

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

部門長（部長、工場長） ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営計画の実績集計

・環境管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

環境管理責任者（環境事務局兼任） ・環境経営システムの構築、実施、管理

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理

・環境経営レポートの確認

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

（６）認証・登録の対象組織・活動　：　全組織・全活動

・自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告



（１０）処理工程図　

（１１）廃棄物処理業の許可の状況
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処理方式 処理する廃棄物の種類
破砕機１（移動式） 1,400ｔ/日 破砕

破砕機３（移動式）

　　　　面積：30㎡　　　　保管上限量：14.6㎥

がれき類、がらすくず等

破砕機２（移動式）

（９）廃棄物中間処理業における施設の状況
処理施設の種類 処理能力

　　④従業員数（2023年5月31日現在）：　42人

　　⑤事業年度　：　６月～５月

　　　　元請け件数：136件　　　　下請け件数：264件

（８）廃棄物収集運搬業における施設の状況

　　　　一般廃棄物収集運搬量：　 　17,140㎏              6,620㎏

　　①収集運搬対象車両（2023年5月31日現在）
　　　車両の種類と台数

　　②積み替え保管施設

　　　　一般廃棄物中間処理量：     17,370㎏             11,620㎏

廃棄物・最終処分

（７）事業規模（2022年度実績）

　　①売上高：1,837,868千円　（2022年6月～2023年5月）

　　②建設業：請負実績　（2022年6月～2023年5月）

　　③廃棄物処理業：受託した廃棄物処理実績

　　　　産業廃棄物収集運搬量：　　　6,752ﾄﾝ              1,880ﾄﾝ

焼却処分・最終処分

再資源化・売却

再資源・売却

再資源化・売却

                                   　　   許可有効年月日：2025年7月30 日

　　①産業廃棄物収集運搬業許可

　　　・島根県知事　許可番号03210031416 　許可年月日：2020年7月31日

　　　　脱着装置付コンテナ専用車：6台　バン：1台　キャブオーバー：1台　　軽自動車：3台

　　　　　　　　　　　　　　　2022年4月～翌年3月　　試行期間2023年3月～5月

　　　　産業廃棄物中間処理量：　 　19,301ﾄﾝ              7,871ﾄﾝ



  　　　廃石綿等

　　　・島根県知事　許可番号03154031416 　許可年月日：2021年9月10日

　　              　　　　　　　　　　　　許可有効年月日：2026年1月16 日

  　　　燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、
　　　　ガラスくず等、鉱さい、がれき類、ばいじん、以上１２品目　石綿含有産業廃棄物、水銀
　　　　使用製品産業廃棄物を含み、特別管理産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等であるものを除く

　　　（事業の範囲：区分と種類）積替保管含まない

　　　（事業の範囲：区分と種類）積替保管含まない

 　　　 廃石綿等

　　              　　　　　　　　　　　　許可有効年月日：2028年4月25日

　　③産業廃棄物処分業許可

　　　・島根県知事　許可番号03220031416 　許可年月日：2020年7月17日

　　              　　　　　　　　　　　　許可有効年月日：2025年6月20日

　　　・鳥取県知事　許可番号03104031416 　許可年月日：2022年3月19日										

　　              　　　　　　　　　　許可有効年月日：2027年3月18 日

　　　・鳥取県知事　許可番号03104031416 　許可年月日：2021年1月17日

　　              　　　　　　　　　　　　許可有効年月日：2026年7月18日

　　　・岡山県知事　許可番号03350031416 　許可年月日：2023年6月12日

　　　（事業の範囲：区分と種類）積替保管含む

　　　（事業の範囲：区分と種類）積替保管含む

  　　　燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、
　　　　動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、ガラスくず等、鉱さい、がれき類、家畜ふん尿、
　　　　家畜の死体、ばいじん、以上１７品目　石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び
　　　　水銀含有ばいじん等であるものを含み、特別管理産業廃棄物であるものを除く

　　②特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

　　　（事業の範囲：区分と種類）積替保管含まない

 　　　 廃石綿等

　　　（事業の範囲：区分と種類）

　　　　選別：廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず等、がれき類

　　　　破砕：廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず等、がれき類
　　　　　　　以上7品目、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等
　　　　　　　及び特別管理産業廃棄物であるものを除く

　　　・川本町長　　許可年月日：2022年4月24日　　許可有効年月日：2024年4月23日

　　　・松江市長　　許可番号12920031416　　許可年月日：2020年6月21日
　　              　　　　　　　　　　　　 許可有効年月日：2025年6月20 日
　　　（事業の範囲：区分と種類）
　　　　破砕：木くず、ガラスくず等、がれき類以上3品目、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業
　　　　　　　廃棄物及び水銀含有ばいじん等であるものを除く

　　④一般廃棄物処理業許可
　　（収集運搬業）
　　　・大田市長　　許可年月日：2022年2月9日    許可有効年月日：2023年10月27日
　　　（事業の範囲：区分と種類）
 　　　　可燃物、不燃物

　　　（事業の範囲：区分と種類）
　　　　 可燃物、不燃物

　　（処分業）
　　　・大田市長　　　　許可年月日：2023年8月28日　　　　　許可有効年月日：2025年9月26日
　　　（事業の範囲：区分と種類）
　　　　　木くず



３．環境経営目標とそれに対する実績と判定、および、中期経営目標

中期の基準

2022年 2022年度 2023年度 2025年度

3月～5月 4月～3月 4月～3月 4月～3月

（基準） （目標） （実績） 判定 （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 190,061 188,161 273,728 1,055,631 1,045,075 1,023,962

基準年比 ー 1%減 45%増 ー 1%減 3%減

ｋｗｈ 25,495 25,240 29,866 114,026 112,886 110,605

基準年比 ー 1%減 18%増 ー 1%減 3%減

L 7,179 7,108 8,207 31,562 31,246 30,615

基準年比 ー 1%減 15%増 ー 1%減 3%減

L 67,211 66,539 98,716 380,778 376,971 369,355

基準年比 ー 1%減 48%増 ー 1%減 3%減

％ 100 100 100 100 100 100

基準年比 ー 維持 ±0 ー 維持 維持

％ 93.9 93.9 85.2 95.6 95.0 95.0

基準年比 ー 維持 -8.7% ー 数値指定 数値指定

㎥ 193 191 421 880 871 854

基準年比 ー 1%減 120%増 ー 1%減 3%減

件 1 1 1 1 1 1

基準年比 ー 数値指定 ±0 ー 数値指定 数値指定

％ ー 現状把握 84.5% 88.2% 89.1% 90.8%

基準年比 ー ー ー ー 1%増 3%増

受託した産業廃棄物リ
サイクル率の向上

※電力からのCO2排出量算出は中国電力令和3年二酸化炭素排出係数：0.540kgーCO2/kwh 使用

ガソリン消費量の
削減

二酸化炭素排出量の
削減

自社排出の産業廃棄
物再資源化率向上

〇

Ｘ

〇

建設リサイクルの推進
（解体CO,ASの再資源化
率100%維持)

軽油消費量の削減

Ｘ

Ｘ

電力消費量の削減

Ｘ

Ｘ

水使用量の削減

建設業における環境
配慮(ICT施工推進)

Ｘ

ー

3月～5月

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

中期目標試行期間

※PRTR法対象化学物質は使用していないので、環境経営目標は掲げません。

2023年

ICTを活用した建設事業



実施状況 次年度

△ 強化

〇 継続

〇 継続

△ 強化

△ 強化

◎ 継続

○ 一部強化

○ 一部強化

○ 継続
○ 継続
○ 継続
○ 継続
○ 継続
○ 継続
○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続
○ 継続
○

継続

◎
継続

◎
継続

◎ 継続

◎ 継続

○
継続

○ 継続

○ 継続

○
継続

電力消費量に関する環境活動

化石燃料消費量(軽油）に関する環境
活動

評　価（結果と次年度の取組内容）電力、燃料共増
加した要因としては建設工事の受注量増加と産業廃
棄物処分場の受入量の増加が主な要因と思われる。
また環境活動は、電力にかんする活動は不十分で
あったが化石燃料に関する活動は十分に行われた。
活動期間が3か月と短いので1年以上活動を実施した
後の評価が必要なため、目標、活動計画ともに次年
度も継続する。

・中間処理場の3S（整理、整頓、清掃）
活動の徹底

４．環境経営計画と環境経営目標・環境経営計画の実績・取組結果とその評価及び次年度の環境
経営目標及び環境経営計画

電力消費量の削減 : 未達成　（18%増）

・重機使用の効率化(一括処理）の励行

・重機の定期点検と整備の徹底
・破砕機、選別機の一括処理の励行

建設リサイクルの推進（解体に伴うがれき類の再資源化率100%維持）: 達成　（100%継続）

・破砕機、選別機の定期点検と整備の

・ガソリン使用車両の燃費管理の推進
（燃料、走行距離等の記録）

・再資源化がれき類の利用、販売の促
進

・収集運搬時の積込み荷物の平準化の励行

・エコドライブ１０の励行（手順書）

・タイヤの空気圧の点検の徹底

化石燃料消費量の削減 : 未達成　（ガソリン）　　（18%増）

評　価（結果と次年度の取組内容）

二酸化炭素排出量の削減 : 未達成　（45%増）

・節電呼びかけの徹底（朝礼等各種集
合の機会ごとに）

化石燃料消費量（ガソリン）に関す
る環境活動

評　価（結果と次年度の取組内容）電力消費量の増
加要因としては外国人労働者を増員しており、言語
講習等を夜間、事務所にて実施しておりそのことに
より電力量が増加したものと思われる。今後につい
ても同様言語講習は予定しており電力使用量は増加
傾向は続くと思われる。なお節電呼びかけ等は強化
していく。活動期間が3か月と短いので1年以上活動
を実施した後の評価が必要なため、目標、活動計画
ともに次年度も継続する。

取り組み計画

・エアコン温度の適正管理（冷房27℃
暖房21℃）と使用時間の限定

・破砕機、選別機の整備と管理の徹底

自社排出の産業廃棄物再資源化率の向上　：　未達成　（8.7%低下）

・廃棄物の中間処理前の分別の徹底

・破砕機、選別機の整備と管理の徹底

・廃棄物再資源化物の市場開拓と利用
PR及び販売促進

・夜間、休日のパソコン、プリンター等事
務機器の主電源OFF

・エアコンフィルターの定期清掃

・照明器具の適正使用（不要時OFF、間
引き点灯、定期清掃、定期交換）

・車両の定期点検と整備の徹底

化石燃料消費量の削減 : 未達成　（軽油　48%増）

評　価（結果と次年度の取組内容）取組は全て実施
しており問題は特にない。燃料消費量の増加は受注
量の増加に起因しているものと思われる。活動期間
が3か月と短いので1年以上活動を実施した後の評価
が必要なため、目標、活動計画ともに次年度も継続
する。

・軽油使用車両の燃費管理の推進（燃
料、走行距離等の記録）

評　価（結果と次年度の取組内容）
業務量は増えているが、活動は熱心に取り組んでお
り目標を達成した、次年度も目標及び活動共に継続
する。

・エコドライブ１０の励行（手順書）

・建設混合廃棄物の中間処理前の分別
の徹底

・中間処理場の3S（整理、整頓、清掃）
活動の徹底

評　価（結果と次年度の取組内容）環境活動は十分
に行われていたが、中間処理受入量が増加したので
廃棄物の絶対量が増え、埋め立て処分量が増加し目
標は達成できなかった。活動期間が3か月と短いので
1年以上活動を実施した後の評価が必要なため、目
標、活動計画ともに次年度も継続する。

・タイヤの空気圧の点検の徹底

評　価（結果と次年度の取組内容）目標は達成でき
なかった。取組は十分実施しているが、受注量の増
加が燃料消費量の増加原因と思われる。活動期間が3
か月と短いので1年以上活動を実施した後の評価が必
要なため、目標、活動計画ともに次年度も継続す
る。

・車両の定期点検と整備の徹底
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５．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

〇　廃棄物処理法

〇　大気汚染防止法

〇　建設リサイクル法　

〇　自動車リサイクル法

〇　フロン排出抑制法

2023年度中期経営目標の通りとする。
次年度の環境経営目標は、前述「４．環境経営目標とそれに対する実績と判定、および、中期経営目標」の

・廃棄物の中間処理前の分別の徹底

評　価（結果と次年度の取組内容）
ICT施工は、PRし、必要な機材の整備、人材の育成等
行っているが、需要が少ないので現状では目標件数
を超えることは困難であるが目標、環境活動計画と
も次年度継続。

・ICT関連施設、設備の整備と管理の推
進

・漏水の定期点検

・破砕機、選別機の整備と管理の徹底

・洗車時の節水励行

・顧客への廃棄物の分別徹底の依頼

・ICT施工技術者の育成

・ICT技術の情報収集

・節水呼びかけの徹底（朝礼等各種集
合する機会ごとに）

・中間処理場の3S（整理、整頓、清掃）
活動の徹底

・廃プラスチック類の利用PRと新規市場
の開拓推進

従って、環境経営目標及び環境経営計画は、次年度も継続して取り組みます。

６．代表者による全体の評価と見直し・指示

EA21に取り組み始めて中間処理場の3S、運搬車両、各種機械等の点検整備等など評価できるものも多々ありま
したが、電気、燃料等取組を更に進めなければならないものもあります。ただ、EA21を初めて3か月であり今後1
年間の取組状況を見てみなければならないと思っております。また水道使用量については年間使用量も変わっ
てくるので、1年間の集計結果をみなければならないと思っております。この度EA21を始めたことにより従業員一
人一人が環境問題等へ関心を持ち、活動に取り組んで行ければと思っております。

　上記の環境関連法規制等の遵守状況確認の結果、全ての環境関連法規制等は遵守されていました。

　なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

　法的遵守義務等を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

評　価（結果と次年度の取組内容）水道使用量が四
半期分ではない（2か月に1回の測定値の積算）の
で、正確な判定がむつかしい。水を多く使用する洗
車時の節水については強化徹底する。活動期間が3か
月と短いので1年以上活動を実施した後の評価が必要
なため、目標、活動計画ともに次年度も継続する。

水使用量の削減　：　未達成　（120%増加）

受託した産業廃棄物リサイクル率の向上　：　試行期間は現状把握
評　価（結果と次年度の取組内容）
廃プラスチック類の再資源化物の利用普及が現状で
は進まない。市場需要がすくないので今後、新市場
開拓により力を入れる必要がある。これを除いた活
動計画は、適切に取り組まれているので、次年度も
目標、環境活動計画とも継続。

自らが施工する建設業における環境配慮項目（ICT施工の推進）: 達成

・手洗い等日常的な節水の励行

・事業者へのICT施工普及PR


